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要点

■コネクティビティ(連結性)
連結性。本質的には、国内外の運輸インフラ（道路、鉄道

、港湾などの整備・発展と関連システム。 C.f.欧州の場合

■コネクティビティにおける南アジア、特にインドの中

心性

南アジアが陸上（ユーラシア大陸）と海域で中心的位置。

インド洋に突き出ており、これをベンガル湾・アラビア海が

挟み込む形。

■日本の戦略的な協力とインドの総選挙



１．インドのコネクティビティ政策：意味合いと現実

R・ラージャン「荒廃したインフラ、電力分野、銀行がインド
の経済成長上でボトルネック。インフラは成長をもたらす」

１．1 亜大陸以東

（１） 近隣ファースト、アクト･イースト政策と東南アジア

インドの経済成長にはインフラ整備が不可欠。

(2) BIMSTEC（ベンガル湾多分野技術経済協力イニシアチ

ブ）とBBIN(バングラデシュ、ブータン、インド、ネパール)
イニシアチブ。これに北東部のインフラが関わるが、いず

れも遅々として進まず。

(3) BCIM (Bangladesh-China-India-Myanmar)フォーラム

(4) BBIN
(5) Kaladan Multi‐Modal Transit Transport Project



1.2 亜大陸以西

パキスタンの存在。典型例がイスラーム諸国会議(OIC)。イ
ンドは加盟したくても入れない。

(1)南北運輸回廊(INSTC)：船舶、道路、鉄道

ムンバイ港☞チャバハール港☞中央アジア☞モスクワ

―インドはチャバハール港でイランに協力／イラン・アフ

ガン間の道路建設(240㎞)

(2)アジアアフリカ成長回廊 (AAGC)
日印協力事業。インドは、2017年にグジャラート州で開催

されたアフリカ開発銀行の会合で、AAGCビジョン文書を

公表。



2.中国の南アジアコネクティビティ政策とインドの懸念

2.1 中国のコネクティビティ政策

中国パキスタン経済回廊CPEC)は一帯一路(RBI)の目玉

(1) パキスタン

大歓迎。中国・パキスタン関係の強化にプラス。一方、借

金地獄の問題も。

(2) 印パ関係の緊張悪化

ESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会）2017.5報告

☞CPECがパキスタン支配下のカシミールを通ることは、

南アジアgeo-politicalな緊張をもたらし、印パ関係の緊

張をさらに高める可能性がある」



2.2 インド：警戒感を高めつつも、慎重な対応

(1)インドにとって、中国・パキスタンの結び付きは悪夢。

「全天候型友好関係」☞CPECで事実上の同盟関係へ

(2)AIIB(アジアインフラ投資銀行)
インドは2017年5月のOBORフォーラムを欠席し、メンバー

にはならなかった。しかし、AIIBの創設メンバー。インドは

2017年にAIIBから15億米㌦の融資を受けた(最大の融資

先国)。

☞「中国はアメリカに代わる次の超大国の位置取りをしつつ

ある：FBI official」 (The Economic Times, Dec 13, 2018)

※CIA長官候補ヒアリング



(3)インド外交枠組み

3レベルにおける目的と手段

グローバルレベル

世界の大国／多国化、中ロとの協力vs米日欧、国力(経
済・軍備)の増大≒富国強兵

地域レベル(インド太平洋)☞現インド外交の主戦場

相対的なプレゼンス／米日との協力vs中国。

ローカルレベル(南アジア)
超大国／できる限り自力で



■現在のインドの関心領域

Source: Ministry of Defence, Primary Area and Secondary Area in   
Ensuring Secure Seas: Indian Maritime Security Strategy, 2015



3.南アジアをめぐる印中の綱引き

3.1 CPEC
3.2 BCIM (Bangladesh-China-India-Myanmar)

インドには、プラスとマイナスの両側面

○北東部(NER）開発とNERの内部・以東のコネクティビティ

改善

×基本的にインドは南北のコネクティビティには慎重。BCIM
は今やRBIの一部

× インドにはCPECとBCIMで挟み撃ち

×RCEP(東アジア地域包括的経済連携)：インドは対中貿易

で大幅な入超。2017-18年に630億米㌦。RCEPが貿易不均

衡をさらに増大させる可能性。



４.インドのコネクティビティに対する日本の支援

4.1 日印関係の背景

トランプ政権登場後、日印関係と印米関係が変貌

(1) 日米関係

政治(日米安保)＋経済(TPP)。これにFOIPとQuad
(2)印米関係

インドの従来の前提。アメリカのヘゲモニーはインドの利

益にも作動する。しかし、この前提が崩れつつある。

☞日印関係は、両国首脳同士の関係を越え、構造的な必要

性を帯びつつある。



4.2 日本のインド・コネクティビティへの協力

(1)日本の北東部(NER)協力

2017年9月のNER開発に関する両首相声明

―両首相

日本：連結性強化のための日印協力は戦略的に重要…イ

ンド北東部において，インフラ整備や人的交流を中

心とする包括的支援を実施。
インド：日印による連結性の強化は，インド太平洋地域の

更なる発展のためにも重要，ASEAN諸国やアフリ

カを始め，日本と具体的協力を推進したい。

―「日本の国別援助方針」 (2016) 
インドの場合、「コネクティビティと産業競争力の強化」





(2)北東部へのODA：インフラ整備

二つの目的：経済発展と安全保障

特にアルナーチャル・プラデーシュ州

(3)日本の対印支援

「2010年に対印ODAを急増させた日本は、全体的な

ODA予算が減額される中、中国の台頭で地域的な力の

均衡が変容し始めている状況にあって、日本にとってイン

ドのgeostrategicな重要性の高まりを認識し」、対印援助を

増額している。

（Jain, Purnendra, “Japan’s development assistance to India: 
a strategic edge,” Japan Forum, December 11, 2018)



5. インドのコネクティビティ政策の将来

5.1 BRIは単なる経済圏ではない

「中国が率先して、既存の国際秩序を塗り替えていく

ことを決定し、その具体策が巨大経済圏構想のBRI、

AIIB・・・中華民族の偉大な復興という中国の夢を実

現し、2049年までに世界トップクラスの国際的な影響

力大国の地位を取り戻す」(2018年ケビン・ラッド元

豪州首相）

5.2 インドのスタンスと総選挙

インド太平洋で中国にコネクティビティを めぐってフリーハ

ンドを与えたくない。

☞第17次インド総選挙の結果が大きな意味合い
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